
②中等 2年生への課題について 

【課題の内容】 

全ての動画を視聴した後に、南極授業動画を参考にして、次の A・B・Cのいずれかの課題を選び、 

1分～1分 30秒の音声付きスライドを作成する。 

A…授業を受けて、あなたの南極に対するイメージはどのように変わりましたか。前と後の違いを理

由も含めて説明してください。 

B…あなたが南極に行く機会を手に入れたら、どんなことを調べてみたいですか。理由も含めて説明

してください。 

C…あなたが南極に関することで疑問に思ったことは何ですか？疑問に思ったことを調べて、その結

果分かったことを理由も含めて説明してください。 

【結果】動画は Aの例を２つ、Bの例を２つ、Cの例を７つ紹介します。 

《課題 A》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ａ ２年４組 Ｋさん（動画はコチラ） 

「南極は寒くて雪や氷しかなく生物もいないというイメージから、 

過酷な環境だからこそ人の手が加わらず、命の循環を肌で感じられるような場所である 

ことが分かった。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ａ ２年４組 Ｓさん（動画はコチラ） 

「南極は怖い所、何も無いし…、でも神秘的な映像を見て、ゆったりとしていてみんな楽しそうな場

所へと変わった。実際に自分の目で見て南極独自のリズムを感じてみたいと思うようになった。」 

 

 

ゆっくりと波打つ自然のリズムとい

う言葉が印象的です。 

南極に人の手が加えられていない

のは、厳しい環境と発見されてか

ら二百年しか経っていないから。

人を寄せ付けない、というイメージ

はそういう所からくるのかも。 

何も無い、生きるのに必要なもの

しかない、けど目の前には知りた

い事が何でもある。南極はパラダ

イスのような場所。野外調査をして

いると、それが楽しいって思えるん

だ。S さんも、いつか南極にいらっ

しゃい！ 

https://drive.google.com/file/d/19kmtgIaIs2XmGSdFao7Hdah86nCOA79r/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1GCMA85aHhT9kc2Ssx2RyZ_ZezHFVX4MT/view?usp=sharing


《課題 B》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｂ ２年６組 Ｓさん（動画はコチラ） 

「南極海の中深層（水深 200～1000m）の生態系について研究したい。その理由は、 

まだ実体がつかめていない中深層にすむ生物の解明と、中深層への温暖化の影響が 

あるなら、それが南極海の生態系にどのような影響を与えるのかを知りたいから。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｂ ２年７組 Ｎさん（動画はコチラ） 

「ペンギンの死骸について調べてみたい。水族館のペンギンと野生のペンギンとの体のつくり、 

具体的には骨密度や胃の中身に違いがあるのではないか。そうして調べることで水族館のペンギン 

たちをより自然に近い環境で飼育できるようになるのではないか。」 

 

《課題 C》「タイトル」のみ紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｃ ２年５組 Ｋさん（動画はコチラ） 

「南極には昔、どのような恐竜がいたのか」 

大人でも「ん～」と首をひねりそうな、も

し南極にいったら何を調べてみたい

か？という問いに、自信をもって語れ

ています。確かにイカ類とハクジラ類

のあいだにも、イカを捕食する生物が

いそうですよね。中深層への温暖化の

影響もきっとあると思います。 

この動画を初めて視たとき、良い意味で

「衝撃的」でした。なぜ調べたいのかの

理由や、調べて分かったことが何の役に

立つのか、そこまでしっかりと考えてい

ます。話し方も上手いなぁ。いつか南極

に来てペンギンの研究をして欲しい！ 

いたんだよね、恐竜が。南極横断山脈

という場所から化石が発見されていま

す。古生代の植物化石も発見されてい

ます。クリオロフォサウルスは「氷のト

サカをもつトカゲ」の意味。他の恐竜の

名前にもきっと面白い意味があると思

うよ。調べてみて！ 

https://drive.google.com/file/d/1jm5yFWVoGDwMsZUp1rLWcnhRrI06mv-n/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1FQsDwk_wIt0_cMG0akr_UfcUsupjwlTN/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1gEsUROed7ZggtJs0LKvYMW_QNF9UFVwh/view?usp=sharing


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｃ ２年２組 Ｋさん（動画はコチラ） 

「南極には他にどのような岩石や鉱物があるのか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｃ ２年５組  Ａさん（動画はコチラ） 

「南極の氷の調査で何が分かるのか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｃ ２年５組 ＩＮさん（動画はコチラ） 

「南極にはどのような生態系があるのか」  

 

「南極料理人」という映画の舞台，ドーム

ふじ基地では 3500ｍの氷床コアを掘り

出し、過去 72 万年間の気候変動の記

録、環境の変化が調べられています。ど

うやって昔の気温が分かると思います

か？氷の下には何があるのかも気にな

りますよね。 

私、個人的にダイスキな内容です。南極の岩石か

らは、大陸移動の歴史を調べることができます。例

えば今から 10 億年前に繋がっていたインドと南極

には、同時期に形成したチャーノッカイトという双子

のようにそっくりな岩石があります。ﾗﾝﾌﾟﾛｱｲﾄやｻﾌ

ｨﾘﾝを含む岩石など、大変面白い岩石です。本物を

見に行って下さい。 

疑問➝仮説➝検証➝結論という流れ、誰

に教わったの？すごくよくできています。 

南極の生物のほとんどは、ﾅﾝｷｮｸｵｷｱﾐを

土台とする生態系をつくっていて、ユキドリ

のような鳥たちもﾅﾝｷｮｸｵｷｱﾐを捕食して

いることが分かったね。ﾅﾝｷｮｸｵｷｱﾐの生

命力はすごいです。 

https://drive.google.com/file/d/1_ZfrreIF0UGQVz2HEWL0RJtWxW_XfgW1/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1e75PmuQrmb2ln3QfILCVjzhkavwMnsL3/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1gE9x08TVosFCjZ99SSVvFqptg6jVnQe0/view?usp=sharing


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｃ ２年５組 Ｉさん（動画はコチラ） 

「なぜ極寒の南極で生物が生きてゆけるのか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｃ ２年６組  Оさん（動画はコチラ） 

「昭和基地ではどのような建物が建てられているのか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題Ｃ ２年７組  Мさん（動画はコチラ） 

「南極の氷の下はどうなっているのか」 

 

 

 

 

むかーし昔の観測隊が、ペンギンを食

料にしたらしいのですが、油分が多すぎ

てあまりおいしくなかったそうです（大ト

ウゾクカモメはおいしい）。水族館などに

いる、アザラシやセイウチ、ホッキョクグ

マ、彼等はブラバーが多いのですね。 

ブラバーって一体何なんだろう？ 

南極観測隊がどうしたら安全に越冬で

きるのか。それは第１次隊からの課題で

した。木も生えない南極では、材料は全

て持っていかねばなりません。限られた

夏の期間に少ない人数で建てないとい

けない。そのための工夫があります。 

他にはないオリジナルな着眼点ですね!

しい！ 

南極大陸の広大な面積（日本の 37 倍）

を平均２４５０ｍの厚さの氷が覆ってい

る。それだけで想像を絶してしまいま

す。その下には地面や湖があること、複

雑な地形をしていることも分かっていま

す。何があるのか？まだ誰も見たことが

ない場所ですからね…。 

https://drive.google.com/file/d/1YyEtzmI_W_fDzYk4XA-YrpKPs33DTB1g/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1LnGzZKO-J0rfsU_f6sHxrICnKqBeiLg7/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1kDHh0gzhTD2VU4tFsDwA8F7cJ9xu4quM/view?usp=sharing


課題 Aでは、これまでほとんど知らなかった南極について知ることを楽しいと感じている生徒が多か

ったです。課題 B や C の結果からは、生徒自身が疑問に思ったことについて調べ、その疑問を解決し

てゆく、主体的に学ぼうとする姿勢がみられました。オンライン授業期間が明け、中学 2年生との対面

授業が再開したとき「南極授業はどうだった？」ときくと多くの生徒から、目を輝かせて「楽しかった」

という返事が返ってきました。これらの結果から、知ることや理解することが、将来の自分を、これか

ら生きていく世界を変える原動力となることに気づいた生徒が多かったと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南極へ向けてラミングをする「しらせ」と、しらせを見に来た「アデリーペンギン」 

 

 

 

 

 

 

 

 

内陸の氷床と露岩域との境界部。 

 

 

 

 

 

 

 迷子岩  氷河擦痕 


